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校章                                       エンブレム 

校章の由来 

    吉川の頭文字 Y と美南の頭文字Mをモチーフに「高い理想・限りない発展・豊かな知識」と 

いった志をハートに見立てた形（M字部分）に象徴させ、 その志（M字部分）を貫き通す精神を翼

（Y字部分）で描いています。新しい時代へ向けてのモチーフやイメージで構成し、吉川の地から大

空へ羽ばたく様子を表現しています。 

 下に円形(丸）、その上に左右に広がる形、そしてその上に「高」の文字を配した形は、長く親しまれ

た吉川高校の校章のシルエットを受け継いでおり、さらに草加高校(定時制課程）の校章の要素も

受け継いでいます。 

 

＜色について＞ 

水色と青色(瑠璃色)は、中川や江戸川の流れとその上に広がる空をイメージしています。 

誇らしく品格のある金茶色は、吉川駅前南口ロータリーのなまずのモニュメントの金色を根拠として

おり、その金色の意味と同じく、生徒のみなさんの発展・栄華・未来をあらわしています。 

校章デザイン：奥野 和夫 氏(グラフィックデザイナー） 

 

スクールカラー（紫） 

    吉川高校時代から本校のスクールカラーは「紫」です。紫色は、古来より染料として貴重だった

ため、高貴な色とされています。制服やエンブレムの差し色として採用されているだけでなく、本校の

校旗の背景色にも使われています。校旗を見る機会は少ないですが、式典などの際に確認してみて

ください。 
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  平成二十五年四月一部改編 
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目指す学校像 

    校是「不屈の精神」を基に、知性と教養を身に付け、社会に貢献できる品格ある生徒を育成し、

地域から愛され信頼される学校を目指す。 

    

 

重点目標 

１ 個に応じた指導による基礎学力の定着と教員の授業力向上 

２ 生徒指導を基盤とした基本的生活習慣や授業規律の確立と学習環境の整備充実 

３ キャリア教育の充実による生徒の進路希望実現 

４ 特別活動や部活動、吉川市との連携等を通じた社会に貢献できる人材の育成 

 

 

沿  革 

平成 24年７月６日 埼玉県議会において埼玉県立吉川高等学校の名称を埼玉県立吉川

美南高等学校と改めることが可決される。 

平成 24年７月 10日 埼玉県学校設置条例の一部を改正する条例（平成 24年埼玉県条

例第 43号）により、埼玉県立吉川高等学校の名称を埼玉県立吉川

美南高等学校と改められることが公布される。  

平成 25年４月１日 埼玉県学校設置条例の一部を改正する条例の施行により、埼玉県立

吉川高等学校（全日制課程、定時制課程）及び埼玉県立草加高等

学校（定時制課程）を統合して埼玉県立吉川美南高等学校が開設

される。 

所在地  吉川市高久 600 

全日制 総合学科 共学 生徒定員 120名 

定時制 Ⅰ部 総合学科 共学 生徒定員 80名 

       Ⅱ部 総合学科 共学 生徒定員 80名 

埼玉県立吉川高等学校長遠藤修平が初代校長に補せられる。 

学則、校歌、校章、制服（全日制・定時制Ⅰ部）を制定する。  

平成 25年４月６日 埼玉県立吉川美南高等学校開校式、および第１回入学式挙行  

令和４年７月１４日 創立１０周年記念芸術鑑賞会（劇団四季） 

令和５年３月１０日 創立１０周年記念誌発行 

（記念式典は新型コロナウイルス感染拡大防止のため実施せず） 
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学  則 

第１章 総則 

 （学則の目的） 

第１条 この学則は、埼玉県立高等学校通則第２条の規定に基づいて、埼玉県立吉川美南高等学校の運営

に関する必要事項を定める。 

 （名称及び位置） 

第２条 本校は､埼玉県立吉川美南高等学校と称し、埼玉県吉川市大字高久字北大場６００番地に置く。 

 （教育の目的） 

第３条 本校は､学校教育法（昭和２２年法律第２６号）に基づいて、高度な普通教育及び専門教育を施すこ

とを目的とする。 

 （課程､学科及び修業年限） 

第４条 本校には、全日制の課程総合学科及び定時制の課程総合学科を置き、その修業年限は全日制の課

程にあっては３年、定時制の課程にあっては３年以上とする。 

 （生徒定員） 

第５条 本校は､男女共学とし、生徒定員は埼玉県立高等学校通則の別表による。 

第６条 削 除 

 

第２章 学年､学期及び休業日 

 （学年及び学期） 

第７条 学年は４月１日に始まり､翌年３月３１日に終わる。 

２ 学年を分けて､次の３学期とする。 

  第１学期 ４月１日から８月３１日まで 

  第２学期 ９月１日から１２月３１日まで 

  第３学期 １月１日から３月３１日まで 

 （休業日） 

第８条 休業日は､次のとおりとする。 

（１） 国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日 

（２） 日曜日及び土曜日 

（３） 県民の日を定める条例（昭和４６年埼玉県条例第５８号）に規定する日（１１月１４日） 

（４） 開校記念日 ５月２９日 

（５） 春季休業日 ４月１日から４月１０日までの間において校長が定める期間 

（６） 夏季休業日 ７月１５日から９月５日までの間において校長が定める期間 

（７） 冬季休業日 １２月２０日から１月１０日までの間において校長が定める期間 

（８） 学年末休業日 ３月２０日から３月３１日までの間において校長が定める期間 

２ 前項第５号から第８号までの休業日の日数の合計は、学年を通じて７０日以内とする。 

３ 校長は、第１項第５号から第８号までの休業日を定め、あらかじめ埼玉県教育委員会（以下「委員会」と

いう。）に届け出なければならない。 
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４ 校長は、教育上必要があるときは、委員会の承認を得て休業日を授業日とし、又は教育上必要があり、か

つ、やむを得ない事由があるときは、委員会の承認を得て授業日を休業日とすることがある。 

 

第３章 教育課程及び授業時数 

 （教育課程） 

第９条 本校の教育課程は、高等学校学習指導要領及び埼玉県高等学校教育課程編成要領教育課程一

般編（以下「教育課程編成要領一般編」という。）の基準により、校長がこれを定め、委員会に届け出るもの

とする。 

２ 教育課程表は、別に定める。 

 （授業時数） 

第１０条 各教科に属する科目、特別活動及び総合的な探究の時間の授業時数は、教育課程編成要領一般

編の基準により校長が定める。 

 （教科用図書） 

第１１条 教科用図書は、委員会が採択したものを使用する。 

 

第４章 単位修得及び卒業の認定 

 （単位修得の認定） 

第１２条 単位修得の認定は、生徒の出席状況と平素の成績によりこれを行う。 

２ 前項による認定の方法は、校長がこれを定める。 

 （学校外における学修の単位認定） 

３ 校長は、教育上有益と認めるときは、校長の定めるところにより、生徒が行う次に掲げる学修を本校におけ

る科目の履修とみなし、当該科目の単位を与えることができる。 

（１） 大学、高等専門学校又は専修学校の高等課程若しくは専門課程における学修その他の教育施設等

における学修で文部科学大臣が別に定めるもの 

（２） 知識及び技能に関する審査で文部科学大臣が別に定めるものに係る学修 

（３） ボランティア活動その他の継続的に行われる活動（本校の教育活動として行われるものを除く。）に係

る学修で文部科学大臣が別に定めるもの 

 （加えること等のできる単位数） 

４ 第２項の規定に基づき加えることのできる単位数及び前条の規定に基づき与えることのできる単位数の

合計数は３６を超えないものとする。 

 （高等学校卒業程度認定試験の合格科目に係る学修の単位認定） 

５ 校長は、教育上有益と認めるときは、校長の定めるところにより、生徒が行う高等学校卒業程度認定試験

規則（平成１７年文部科学省令第１号）の定めるところにより合格点を得た試験科目（同令附則第２条の規

定による廃止前の大学入学資格検定規程（昭和２６年文部省令第１３号）の定めるところにより合格点を得

た受検科目を含む。）に係る学修（当該生徒が入学する前に行ったものを含む。）を本校における科目の履

修とみなし、当該科目の単位を与えることができる。 

 （卒業の認定） 

第１３条 校長は、本校における所定の各教科に属する科目、特別活動及び総合的な探究の時間を履修し、
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その成果が満足できるものと認められる者に対して、卒業の認定を行い、卒業証書を授与する。 

第５章 入学、休学、退学、転学、留学及び出席停止 

 （入学） 

第１４条 本校への入学は、校長がこれを許可する。 

２ 本校に入学することができる者は、次の各号の一に該当する者でなければならない。 

（１） 中学校若しくはこれに準ずる学校若しくは義務教育学校を卒業した者若しくは中等教育学校の前期

課程を修了した者 

（２） 外国において、学校教育における９年の課程を修了した者 

（３） 文部科学大臣が中学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程

を修了した者 

（４） 文部科学大臣の指定した者（昭和２３年文部省告示第５８号） 

（５） 就学義務猶予免除者等の中学校卒業程度認定規則（昭和４１年文部省令第３６号）により、中学校を

卒業した者と同等以上の学力があると認定された者 

（６） その他本校において、中学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者 

３ 本校の年次の途中における入学は、相当年齢に達し、相当の学力があると認められた者について、相当

の期間を在籍すべき期間としてこれを許可することができる。 

４ 第２項第６号及び前項による学力の認定は、校長がこれを行う。 

 （入学者の選抜） 

第１５条 校長は、入学志願者に対し、委員会の定めるところにより、入学選抜を行う。 

 （志願手続） 

第１６条 入学志願者は、入学願書の外に、入学に必要な書類を出身学校長を経て、所定の期日までに、本

校校長に提出しなければならない。 

 （入学手続） 

第１７条 入学を許可された者に対し親権を行う者、若しくは親権を行う者のないときは未成年後見人（以下

「保護者」という。）は、所定の期日までに在学保証書を校長に提出しなければならない。 

２ 前項の規定にかかわらず、入学を許可された者が成年者であるときは、当該入学を許可された者が、誓

約書を校長に提出するものとする。 

３ 保護者が死亡し、又は保護者の変更があったときは、改めて在学保証書を提出しなければならない。 

４ 保護者、生徒又は保証人が、転居又は氏名変更等をした場合には、保護者（生徒が成年者であるときは、

当該生徒。以下同じ。）は、速やかに校長に届け出なければならない。 

 （休学、復学及び退学） 

第１８条 生徒が疾病その他やむを得ない事情によって休学又は退学しようとするときは、その事由を具し、保

護者と共に記名の上、校長に願い出て許可を受けなければならない。ただし、疾病による休学若しくは退学

の場合は、医師の診断書を添えなければならない。 

２ 前項の休学は、２か月以上引き続き出席できないとき、願い出ることができる。 

３ 前項により休学を願い出たときは、校長は、２年以内の期間でこれを許可することができる。 

４ 休学中の生徒が復学しようとするときは、その事由を具し、保護者と共に記名の上、校長に願い出て許可

を受けなければならない。ただし、疾病により休学した場合は、医師の診断書を添えなければならない。 
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５ 第１項によって退学した者が、２年以内に再入学を願い出たときは、校長は、修得した単位及び在学した

期間に応じて、相当の期間を在籍すべき期間としてこれを許可することがある。 

 （転 学） 

第１９条 生徒がやむを得ない事情によって転学しようとするときは、その事由を具し、保護者と共に記名の上、

校長に願い出て許可を受けなければならない。 

２ 他の高等学校から転入学を志望する生徒のあるときは、校長は、教育上支障がない場合には、必要書類

の提出を求め、選考の上、履修した単位及び在学した期間に応じて、相当の期間を在籍すべき期間としてこ

れを許可することがある。 

 （留 学） 

第２０条 生徒が外国の高等学校に留学しようとするときは、その事由を具し、保護者と共に記名の上、校長

に願い出て許可を受けなければならない。 

２ 前項により留学を願い出たときは、校長は、教育上有益と認める場合には、留学を許可することがある。 

３ 留学中の生徒が、復学しようとするときは、その事由を具し、保護者と共に記名の上、校長に願い出て許可

を受けなければならない。 

４ 校長は、第１２条第１項の規定にかかわらず、前項により復学を許可された生徒について、外国の高等学

校における履修を本校における履修とみなし、３６単位を超えない範囲で単位の修得を認定することがある。 

５ 校長は、前項の規定により単位の修得を認定した生徒について、第７条第１項に規定する学年の途中に

おいても、各学年の課程の修了又は卒業を認めることがある。 

 （出席停止） 

第２１条 校長は、感染症にかかり、若しくはそのおそれのある生徒に対して、出席停止を命ずることがある。 

 （生徒心得） 

第２２条 生徒心得は、校長が定める。 

２ 生徒は、別に定める生徒心得を守らなければならない。 

 

第６章   授業料、入学料及び入学選考手数料 

 （授業料、入学料及び入学選考手数料） 

第２３条 授業料、入学料及び入学選考手数料は、県条例によって納入しなければならない。 

 （授業料等の減免） 

第２４条 やむを得ない事由により、授業料及び入学料の減免を希望する者は、埼玉県立高等学校の授業料

及び入学料の減免に関する規則により、願い出ることができる。 

 （授業料滞納者に対する処置） 

第２５条 校長は、生徒が長期にわたり授業料を滞納したときは、出席停止を命じ又は除籍を行うことがある。 

 

第７章   賞 罰 

 （表彰） 

第２６条 校長は、学業、人物その他が優秀であって、他の模範となる生徒に対しては、これを表彰することが

ある。 

 （懲戒） 



10 

 

第２７条 校長及び教員は、教育上必要があると認めるときは、生徒に懲戒を加えることがある。 

２ 懲戒のうち、戒告、謹慎、停学及び退学の処分は、校長が行う。 

３ 前項による退学の処分は、次の各号の一に該当する場合に限って行う。 

（１） 性行不良で改善の見込みがないと認められる者    

（２） 学力劣等で成業の見込みがないと認められる者 

（３） 正当の理由がなくて出席常でない者 

（４） 学校の秩序を乱し、その他生徒としての本分に反した者 

４ 前各項による懲戒の手続その他必要な事項は、別に定める。 

 

第８章   証明書の交付 

 （証明書の交付） 

第２８条 校長は、必要があると認めるときは、在学証明書、卒業見込証明書、卒業証明書、修学証明書、修

了証明書、成績証明書、単位修得証明書その他の証明書を交付することができる。 

 

第９章   補 則 

 （服喪） 

第２９条 生徒は、親族が死亡した場合、次の表に掲げる期間、服喪のため忌引を受けることができる。 

死亡した者 忌引日数 

父・母 ５ 日 

祖父母・兄弟姉妹 ３ 日 

伯（叔）父母・甥・姪 １ 日 

２ 校長は、前項の規定にかかわらず、必要があると認めるときは、表以外の親族が死亡した場合にも、必要

な日数の忌引を認めることができる。 

 （細則の制定） 

第３０条 校長は、学校の管理運営に関し、必要と認める場合には、細部について別に定める。 

 （学則の変更） 

第３１条 本学則の変更は、委員会の承認を得て、校長がこれを行う。 

 

附 則 

この学則は、令和４年４月１日から施行する。ただし、第２４条の規定は平成３１年１月２９日から施行し、附則

第４項の規定は平成３１年４月１日から施行する。 
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生徒心得 

第１章 一般心得 

１．学校生活の秩序を維持し、学則その他の諸規程を守り、生徒としての自覚に基づいて、互いに人格を尊

重し良識ある行動をとる。校外にあっても、常に本校生徒であることの自覚を持って行動する。 

２．学校の内外を問わず、常に礼儀正しく品位を失わないように心がけ、職員、生徒相互、来訪者に対して挨

拶を励行する。 

３．時と場所を考えて、適切な言葉を使う。 

４．いじめ（およびそれに発展する誹謗・中傷等の行為）は絶対に許されない。 

５．学校の内外を問わず、法律や条例に違反する行為は厳禁とする。 

６．学習活動には真剣に励み、その他の教育活動にも積極的に参加する。 

７．身分証明書は常に携帯する。紛失した場合は、担任に届け出て再交付を受けなければならない。 

８．始業・下校時刻を厳守する。時間を守り、時間にゆとりをもった行動を心がける。病気その他の事情により、

欠席（遅刻・早退）することが事前にわかっている場合は、原則保護者から学校に連絡する。 

９．登校後、下校までは校外へ出ることを禁止する。やむを得ない事情により、外出・早退をする場合には HR

担任の許可を受ける。 

10．校舎内外は、常に整理美化と火災防止に努め、校具その他の施設を大切に取り扱う。 

11．盗難には充分注意し、貴重品や大金は原則持ちこまない。所持品には全て記名し、現金、時計等の貴重

品は常に身につける。体育時・教室移動時は各自、個人ロッカーにしまい、必ず施錠する。 

12．居酒屋やパチンコ店、競馬場等、高校生に相応しくない場所に出入りしない。 

13．アルバイトは原則禁止である。特別な事情がありアルバイトを行う必要がある場合には、保護者の承認、

HR担任の指導を受け学校へ届を提出する。 

14．携帯音楽プレーヤーやゲーム機器、イヤホンなど学校生活に不必要なものについての持ち込みは禁止

する。アメ・ガムの持ち込みも禁止する。 

15．学校または学校の近隣に非常事態が生じたときは、学校のＨＰ、メール、その他の方法による連絡・指示

に従う。 

16．生徒手帳に記載のある学則および長期休業前に配布される長期休業心得の内容を遵守する。 

 

第２章 整容 

１．ブレザー、スラックス、スカート、シャツ、ネクタイ、リボン、セーター、ポロシャツ、ベストは指定の物を着用する。

変形は厳禁。 

２．ベルトは皮革または合成皮革のもので、黒か茶のものを使用する。華美な装飾（バックルやスタッツ等）の

ものは不可。 

３．靴下は白、紺、黒、グレーで、無地またはワンポイントの物。くるぶしが隠れる長さ。 

４．黒、ベージュ、紺の無地ストッキングまたはタイツは使用して良い。 

５．登下校の靴は学生用革靴（黒または茶、かかとの高い物は不可）または運動靴を使用する。 

６．制服を正しく着る 

～正しい着方～ 
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冬服 

・シャツは第一ボタンまでしめる。 

・ネクタイ・リボンはシャツの第一ボタンが隠れるようにしっかり結ぶ。 

・スラックスをはく場合は、ネクタイを着用する。 

・スラックスは腰骨の上できちんとはく。 

・スカートは膝がかくれる長さとする。 

・セーター・サマーベストは適宜着用してよいが、だらしなくならないようにする。 

・ブレザーは適宜脱ぎ着して良い。ただし、着用しない場合も登下校時は必ず持ち歩く。 

・職員室、教官室、準備室等に入室する際はブレザーを着用し、ボタンを全てとめる。 

・式典時、考査時等、特に指示のある学校行事や進路活動では、スラックスをはく場合はネクタイ、スカートを

はく場合はリボンを着用する。 

夏服 

・シャツは第二ボタンまでしめる。 

・ネクタイ・リボンはしない。 

・スラックスは腰骨の上できちんとはく。 

・スカートは膝がかくれる長さとする。 

・ブレザーは着用してもよいが、その際は冬服の規定に準ずる。（ネクタイ・リボン、シャツのボタン） 

・セーター・サマーベストは適宜着用してよいが、だらしなくならないようにする。 

・シャツの代わりにポロシャツを着用することができる。（ただし校外での進路活動は不可） 

・職員室、教官室、準備室等に入室する際は袖を伸ばしてボタンをしめる。 

・式典時、考査時等、特に指示のある学校行事や進路活動では、長袖セーターは着用しない。また、シャツは

袖を伸ばし袖のボタンをしめる。 

７．５月１日～１０月３１日までを夏服の期間とする。（移行期間は特に設けない） 

８．学習活動に適した大きさのカバンを持ってくる。（目安は A4のファイルが入る大きさ） 

９．コート類は黒、紺、グレー、茶のいずれかで無地のものとし、制服のジャケットを着用した上から身に着ける

こと。ジーンズ生地、ベンチコート、パーカー類は着用しない。 

10．教室内では防寒具（コート、手袋、マフラー、ネックウォーマー、耳あて等）を着用しない。 

11．その他整容に関する禁止事項 

・装飾品（ピアス・指輪・ネックレス・ミサンガ等）※ピアスの穴を空けることも厳禁 

・化粧（色付きリップ、色付き日焼け止めを含む） 

・マニキュア ・ペディキュア ・髭  

・整形、アイプチ ・入れ墨 ・長い爪 

12．頭髪は男女共、学校生活にふさわしい髪型とし清潔を保つ。 

【頭髪の目安】 

前髪は目にかからないようにする（切るか、わけるか、ピンでとめる） 

13．頭髪に関する禁止事項 

・染色 ・脱色 ・パーマ ・付け毛（エクステ） ・巻き髪 ・極度の色落ち（ドライヤーやヘアアイロンによる傷

み等も含む） ・学校生活にふさわしくない派手な髪型（別途示す） 
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第３章 登下校指導・交通安全  

１．交通規則を遵守し、事故を未然に防ぐよう万全の注意を払うとともに、近隣住民や他の通行者に迷惑を

かけないよう心がける。 

２．自転車で通学する者は、きちんと整備されている自転車（ライト、ブレーキ、鍵、指定の年次ステッカー、保

険等）を使用し、登校したら指定の場所に整然と置き、鍵をかける。また、学校には自転車通学届を提出する。 

３．自転車通学では、２人乗り、スマートフォンを使用しての運転、ヘッドホンやイヤホンを使用しての運転、夜

間の無灯火等をしない。 

４．原動機付自転車・自動二輪車（以下「自動二輪車等」という）運転免許取得について 

 ①対象 

  ・入学後満 16歳を超えた者 

  ・保護者から所定の届が提出された者 

 ②学校を欠席(遅刻・早退を含む)して、教習を受けることを厳禁とする。 

③自動二輪車等運転免許を取得する者は、必ず「自動二輪車等免許取得届・取得報告書」(様式 12)を

校長宛に提出する。 

④自動二輪車等免許取得後、「自動二輪車等免許取得届・取得報告書」(様式 12)に免許証の写しを添

付し校長宛に提出し、県教育委員会等の主催する自動二輪車等の交通安全講習会を受講する。 

５．自動車免許の取得を希望する者は、以下の手続きを守り、交通安全に関する指導を受ける。 

【手続き】 

①自動車の運転免許の取得を必要とする者は、「自動車運転免許取得届・取得報告書」（様式２）を校長

宛に提出する。 

②担任、年次生徒指導担当（年次主任）は当該生徒及び保護者と面談を行い、交通安全に関する指導を

受ける。その際、「自動車運転誓約書」（様式３）の内容もあわせて確認し、校長宛に提出する。 

③面談実施後、収受印を押された（様式２）を受け取る。 

④③の「自動車運転免許取得届・取得報告書」を受領後、自動車の免許を取得する。ただし、学校を欠席

（遅刻、早退を含む）して、教習を受けることは厳禁とする。 

⑤自動車の免許取得後、速やかに「自動車運転免許取得届・取得報告書」に運転免許証の写しを添付し

て、校長宛に提出する。なお、在学中に取得できなかった場合は、この限りではない。 

⑥自動車を購入、譲受け等により取得した者は、「自動車購入等報告書」（様式４）を校長宛に提出する。 

６．自動車、自動二輪車、電動キックボード等での通学及び制服での運転は厳禁とする。 

 

第４章 スマートフォン等 

１．学校敷地内でのスマートフォン（スマートウォッチ）の使用は禁止とし、電源を切りかばんにしまう。 

※使用とは、実際に使用することに加え、携帯電話を身に付けていること・鳴る・バイブレーションも含む。 

２．許可を得て使用する場合は必ず教員立会いのもと使用し、使用後は速やかに電源を切りかばんにしまう。 

３．次のような情報（文字情報だけでなく写真や動画も含む）を発信してはいけない。 

・他者を中傷、または侮辱するような情報 

・人種、思想、信条等を差別、あるいは差別を助長する情報 
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・写真や動画に写っている人物等に許可を得ていない情報 

・違法、もしくは不当な情報、またはそれらの行為をあおる情報 

・公共のルールやマナーに反する行為をアピールするような情報 
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生徒会会則 

第１章 総則 

第１条 本会は埼玉県立吉川美南高等学校生徒会と称し,本部を本校に置く。 

第２条 本会は生徒会活動の意義を認識し,自主的活動を通して規律ある生活態度と良い校風を作り,会員

各自が立派な社会の一員となることを目的とする。 

第３条 本会は校長の委嘱する顧問教師により常時その指導を受ける。 

 

第２章 会員 

第４条 本会は本校生徒全員を会員とする。 

第５条 会員は生徒会役員の選挙権及び被選挙権を有し,また役員の罷免権をもつ。 

第６条 会員はすべての会議を傍聴することができ,議長の承認または要請がある場合,発言することができ

る。ただし議決権はない。 

第７条 会員は本部役員,代議員及び専門委員を兼任できない。 

第８条 会員は本会則を守り,総会・代議員会の議決事項を履行しなければならない。 

 

第 3章 役員 

第９条 本会は第 5条に基づき,会員の中から次の役員を選出する。 

1.会 長 1名   (最高年次より選出) 

2.副会長 2名   (年次を問わない) 

3.書 記 3名程度 (    “   ) 

4.会 計 3名程度 (    “   ) 

第１０条 生徒会役員は,別に定める選挙管理規程に基づいて立候補者中より選挙によって選出する。 

第１１条 任期は 1年とする。ただし再任は妨げない。 

第１２条 会長は生徒会を代表し,会務を総理する。 

第１３条 会長は総会・代議員会・専門委員長会・専門委員会・クラブ部長会及びホームルーム委員会を招

集することができる。 

第１４条 副会長は会長を補佐し,会長の事故あるときはその職務を代行する。 

第１５条 書記は本会の運営に関する事務を行い,総会,代議員会,専門委員長会の書記となる。 

第１６条 会計は第 9章に基づき特別教育活動全般の会計に関する事務を行う。 

第１７条 役員の就任は校長の承認を要する。 

 

第 4章 総会 

第１８条 総会は本会の最高議決機関である。 

第１９条 定例総会は新年度の 6月初旬までに招集する。 

第２０条 総会は次の事項を審議し議決する。 

1.決算の承認 

2.予算案 



16 

 

3.会則改正 

4.代議員会より提出された重要事項 

第２１条 次の場合臨時総会を招集することができる。 

1.会長が必要と認めた場合 

2.代議員会が必要と認めた場合 

3.会員の 1/5以上の署名要求があった場合 

第２２条 総会は全会員の 2/3以上の出席をもって成立する。 

第２３条 総会の議長及び副議長は各 1名とし,会長の指名により出席会員の承認を得る。 

第２４条 総会の議事は出席会員の過半数で決する。可否同数の場合は議長がこれを決する。ただし会則改

正の場合は出席会員の 2/3以上の賛成を必要とする。 

第２５条 総会の議決事項は校長及び職員会に報告し承認を得る。 

 

第 5章 代議員 

第２６条 代議員会は総会につぐ議決機関である。 

第２７条 代議員会は原則として毎月 1回開催し,必要に応じて臨時代議員会を開催することができる。 

第２８条 代議員は各ホームルームより 1名ずつ選出される。 

第２９条 代議員会は本部役員・代議員・各専門委員長・クラブ部長会代表 1 名・ホームルーム委員会代表

1名により構成する。ただし,議決権は代議員のみとする。 

第３０条 代議員会の正・副議長は代議員より各 1名互選する。 

第３１条 代議員会は生徒会本部・各専門委員会・ホームルーム委員会.クラブ委員会・及び各ホームルーム

より選出された事項について審議し議決する。 

第３２条 代議員会は第 21条の事項について審議する。 

第３３条 書記及び会計は自己の職責を果すに必要な事項及び代議員より発言の要求があった場合,議長

の承認を得て発言することができる。 

第３４条 代議員会は議員の 2/3以上の出席をもって成立し,議決は出席者の過半数をもってこれを決する。 

可否同数の場合は,議長がこれを決する。但しクラブ新設・改廃・重要事項で総会を開催し審議を要すると

認めた事項については出席会員の 2/3以上の賛成を必要とする。 

第３５条 代議員会は次の権利と義務をもつ。 

1.総会の招集 

2.第２１条以外の議決権 

3.必要と認める時,参考人の出席を要請することができる。 

4.役員選挙に際し,選挙管理委員会の設置 

5.代議員会の議決事項を校長及び職員会議に報告し承認を得て各ホームルームに伝達する。 

 

第６章 生徒会本部 

第３６条 生徒会本部は本会最高の執行機関であり,本会の目的を遂行するために各機関相互の連絡を計

り,その他本会運営に関する一切の事務を行う。 

第３７条 生徒会本部は本会正副会長及び書記会計より成る。 
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第 7章 専門委員会 

第３８条 専門委員会は生徒会の執行機関であり,下記の各専門委員会を置く。 

1.体育委員会 2.保健委員会 

3.生活委員会 4.美化委員会 

5.図書委員会 

第３９条 各委員会は原則として毎月 1回開催する。 

第４０条 各委員会は原則として各ホームルームより男・女各 1名ずつ選出された委員より成る。 

第４１条 各委員会は正・副委員長を互選する。 

第４２条 各委員会委員長は当該委員会を代表し,その活動を総理する。更に代議員会に出席して会務を報

告し,議案を提出できる。但し議決権はない。 

第４３条 副委員長は委員長を補佐し委員長不在の場合は,その任務を代行する。 

第４４条 各委員は,当該委員会とホームルームと連絡調整をはかる。 

第４５条 体育委員会は体育大会・校内球技大会・その他の体育活動を計画し指導する。 

第４６条 保健委員会は全会員の健康の保持増進と安全を計るため各種の活動をする。 

第４７条 生活委員会は校内・外の風紀・規律及び安全の保持に関する活動を企画・運営する。 

第４８条 美化委員会は校内美化に関する活動の企画・運営をする。 

第４９条 図書委員会は学校の図書について別に定める使用規定に基づき,図書利用の便をはかる。 

 

第 8章 専門委員長会 

第５０条 専門委員長会は各専門委員会の連絡調整をはかる。 

第５１条 専門委員長会は各専門委員会の正・副委員長及び生徒会本部役員より成る。 

 

第 9章 会計 

第５２条 本会の経費は年額 8,400円及びその他をもってこれにあてる。 

第５３条 本会の会計年度は 4月 1日より翌年 3月 31日までとする。 

第５４条 本会の予算の出納事務は会計が顧問の承認を得て行う。 

第５５条 本会の予算案は本部役員.各クラブ部長.各専門委員長・ホームルーム委員会委員長によって作成

し,代議員会で審議され,生徒総会で審議承認される。 

第５６条 各クラブ・各種委員会の超過支出は原則として認めない。 

第５７条 年度末の予算残額は会長が代議員会の承認を得て処理する。 

第５８条 各クラブ・各種委員会の会計は顧問の認印を得て,請求書・納品書を所定の用紙に添付して生徒

会会計に提出する。 

第５９条 生徒会会計は請求書,納品書を審議し認印して,生徒会顧問に提出して会計顧問より支払いを受 

ける。 

第６０条 各クラブ・各種委員会の会計は支払後速やかに領収書を生徒会会計に提出しなければならない。 

第６１条 各クラブ・各種委員会の会計は会計帳簿を備え出納を明細に記入しなければならない。 

第６２条 本会の会計は決算を行い,監査委員会の監査を受け,決算案を 4 月末日までに代議員会で審議

し,5月の定例総会に提出して承認を得なければならない。 
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第 10章 監査委員会 

第６３条 監査委員会は代議員より互選された 6 名と生徒会顧問で構成し任期は 4 月 1 日より翌年 3 月

31日までとする。 

第６４条 監査委員会の正・副委員長は委員の互選とする。 

第６５条 監査委員会は次の事項を監査し,その結果を代議員会及び総会に報告するものとする。 

1.各機関の議決・執行 

2.会計 

3.部・同好会活動 

第６６条 監査は原則として学期ごとに行う。ただし必要に応じて臨時に行うことができる。 

 

第 11章 解任 

第６７条 役員の解任については会員の 5分の 1以上の署名申請書を監査委員会に提出し,総会で議決す

る。但し出席会員の 2/3以上賛成を要する。 

第６８条 解任は新役員との事務引継終了と同時に効力を発する。 

 

第 12章 付則 

第６９条本会則は平成 27年 4月 1日より施行する。 

平成 29年 4月 1日一部改定同日より施行する。 
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生徒会役員選挙管理規程 

第 1章 総則 

(設置基準) 

第１条 本規程は本校生徒会会則第 10条に基づきこれを定める。 

(目的) 

第２条 本規程は本校生徒会会員の自由な意志を反映した品位ある選挙を通し,本校生徒会活動の向上発

展を期することを目的とする。 

(適用) 

第３条 本規程は本校生徒会役員の選挙に適用する。 

 

第 2章 選挙権及び被選挙権 

(選挙権) 

第４条 本校生徒会会員は生徒会役員の選挙に当って選挙権を有する。 

(被選挙権) 

第５条 会長の被選挙権は最高学年のみ有し,副会長・書記.会計の被選挙権は全会員が有する。ただし 10 

月以降に実施される選挙においてはその年度の最高学年は被選挙権を有しない。 

第６条 選挙管理委員及び選挙立会人は被選挙権を有しない。 

 

第 3章 選挙管理委員会 

(構成)  

第７条 選挙管理委員会は,各ホームルームより 1名選出された委員で構成する。 

第８条 委員会は委員の中から正副委員長 1名を互選する。 

第９条 委員長は委員会を代表し,その会務を総理する。 

(任期) 

第１０条 委員の任期は結成日より,選挙終了日の 10日後までとする。 

(業務) 

第１１条 選挙管理委員会は第 2条の目的により次の事項を管理する。 

（１） 選挙人名簿の作成 

（２） 選挙日程等の公示 

（３） 立候補届書等の整備 

（４） 選挙運動の管理 

（５） 掲示物配布印刷等の管理規則 

（６） 立会演説会の開催 

（７） 投票開票の管理・選挙結果の公示 

（８） その他選挙に必要な事項 

第１２条 選挙人は選挙管理委員会に対して選挙に対する不審の申し立てが出来る。委員会はその申し立て

に対して結論を示さなければならない。 
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第１３条 選挙管理委員は選挙運動を行ってはならない 

第１４条 選挙管理委員会の費用は生徒会本部より支出する。 

 

第 4章 選挙人名簿 

第１５条 選挙管理委員会は第4条に基づき選挙権を有する者を調査し,選挙期日の３日前までに選挙人名

簿を作成しなければならない。 

第１６条 選挙人名簿には選挙人の氏名・年次・組を明記しなければならない。 

第１７条 選挙管理委員会は,原則として選挙人名簿作成の日から３日間選挙人名簿を会員の縦覧に供さ

なければならない。 

第１８条 選挙人は選挙人名簿に選挙人氏名等の脱落又は誤りを発見した時は縦覧期間中に限りその修正

を選挙管理委員会に申し出ることができる。 

第１９条 選挙管理委員会は第１８条の申し出で正当であると認めた時は選挙人名簿を修正しその旨を本

人に通知しなければならない。 

 

第 5章 選挙期日及び手続 

第２０条 役員の選挙は生徒会会則第５条に従い,特別の事情のない限り毎年 10月にこれを実施する。 

第２１条 選挙管理委員会は投票期日 15日前に次の事項を告示しなければならない。 

（１） 選挙の日程 

（２） 選挙の種別 

（３） 立候補届出手続 

（４） その他必要な事項 

第２２条 立候補者は立候補届出用紙に,推薦責任者１名届出運動員１名及び推薦人を明記して締切日迄

に選挙管理委員会に届け出なければならない。 

第２３条 立候補届出用紙は選挙管理委員会備えつけのものでなければならない。 

第２４条 同一人が同時に２つの候補者として立候補することは出来ない。又,同一人が同時に 2 人以上の,

責任者届出運動員,推薦人となることはできない。 

第２５条 選挙管理委員会は必要により選挙日程を変更することができる。 

 

第 6章 投票 

第２６条 選挙は会員の直接選挙とし,無記名投票により行い各役員選挙につき 1人 1票とする。 

第２７条 選挙管理委員が認めたものに限り不在投票ができる。 

(立会人) 

第２８条 

（１） 投票は選挙立会人のもとで行う。 

（２） 選挙管理委員会は選挙人名簿に登録された者の中から選挙立会人を 5名以上 10名以下を選任し

なければならない。但し候補者・責任者・推薦者は立会人となることはできない。 

第２９条 投票は次の順序によって行う。 

（１） 選挙人は投票所において自己の氏名を選挙人名簿と照合する。 
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（２） 投票用紙を受け取る。 

（３） 記載所で用紙に印刷された候補者のうち投票しようとする者 1人に対して記号を記入する欄に〇を記

入する。 

（４） 投票用紙を自ら投票箱に投入する。 

第３０条 選挙管理委員会は投票用紙を準備し,選挙当日投票所において選挙人に交付しなければならな

い。 

第３１条 投票所において投票の秩序を乱す者に対しては選挙管理責任者はこれを制止し,命に従わない時

は投票所外に退出させることができる。 

第３２条 選挙管理委員及び立会人は選挙人が誰に投票したかを調査してはならない。 

 

第 7章 開票 

第３３条 開票は原則として即日開票とする。 

第３４条 投票済の投票箱は選挙管理委員長が保管しなければならない。 

第３５条 開票は選挙管理委員長の指示に従い選挙管理委員・選挙立会人及び顧問教師立ち会いで行う。

但し推薦責任者も開票に立ち会うことができる。 

(無効投票) 

第３６条 次の投票は無効とする。 

(1) 正規の投票用紙を用いないもの。 

(2) 規定した投票様式によらないもの。 

(3) 記載された記号が確認し難いもの。 

第３７条 開票済の投票用紙は選挙終了後 10日間選挙管理委員会において保管しなければならない。 

第３８条 選挙管理委員会は,候補者及び選挙人から要求があった時は,第３７条における投票用紙を立会

人及び顧問教師立ち会いのもとに提示しなければならない。 

(選挙無効) 

第３９条 無効投票が投票総数の 3分の 1を超えた時は,その選挙は無効とし,3日以内に再選挙を行う。 

(再選挙は第 27条以降を適用する) 

 

第 8章 当選 

第４０条 有効投票の上位得票者を当選者とする。得票数が同じ場合には 10日以内に決選投票を行う。 

第４１条 第４０条において会長・副会長の当選者は,有効投票数の 3分の 1以上を得なければならない。 

第４２条 第４１条に適合する得票者がいない場合には,上位得票者 2名で 10日以内に決選投票を行う。 

第４３条 立候補者が定員数と同じ場合会長・副会長は信任投票を実施し有効投票の過半数を得た場合に

信任されたものとする。但し,書記・会計は無投票とする。 

第４４条 立候補者が定員数に満たない場合には,選挙管理委員会がその措置を決定する。 

 

第 9章 選挙運動 

第４５条 選挙運動は,立候補届出を済ませた日から投票前日までとする。但し,授業時間・自習時間等はい

かなる活動も行ってはならない。 
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第４６条 選挙管理委員会は候補者の一覧表を全選挙人の見易い場所に掲示しなければならない。 

第４７条 候補者は選挙管理委員会の指定した場所にポスター等を掲示することができる。 

第４８条 選挙に関する一切のポスター及び印刷物の配布については選挙管理委員会の印及び承認を必要

とし,その数量については選挙管理委員会がその都度規定する。 

第４９条 

(1) 選挙管理委員会は選挙運動期間中に少なくとも 1 回全候補者による立会演説会を開催しなければな

らない。立会演説会には候補者及び推薦責任者届出運動員が出席し演説することができる。 

(2) 個人の演説会は第４５条の範囲内でこれを自由に行うことができる。但し校内放送を利用する場合は

原則として全立候補者が同時に行う。 

第５０条 選挙人,候補者及び推薦人は選挙に悪影響を及ぼすと考えられるいかなる行為も行ってはならな

い。 

第５１条 選挙立会人は選挙運動を行ってはならない。 

 

第 10章 罰則 

第５２条 候補者又は推薦人届出運動員が第 9 章に反する運動を行った時は,その候補者及び推薦人届出

運動員の氏名は候補者名簿及び選挙人名簿から除外されるか或いはその候補者の選挙は無効とする。 

第５３条 第５２条の施行にあたっては選挙管理委員会は顧問教師及び委員で構成する懲罰委員会を開い

て決定しなければならない。 

第５４条 選挙人が選挙を妨害した場合,懲罰委員会において選挙人名簿から除外することができる。 

 

第 11章 補欠選挙 

第５５条 役員に欠員を生じた場合は 10日以内に第 42条の条件を満たす次点者をもってこれにあてる。但

しこの次点者の意志によってはこの限りではない。 

第５６条 第５５条において第４１条を満たす次点者がない場合又は次点者の意志がない場合には 20 日以

内に補欠選挙を行う。 

第５７条 役員の任期満了前 3 ヶ月以内に欠員を生じた場合には補欠選挙は行わない。 

第５８条 補欠選挙で当選した役員の任期は,前任役員の残余期間とする。 

 

第 12章 改正 

第５９条 本規則の改正は次のいずれかの場合による。 

(1) 代議員会が必要と認めたとき 

(2) 選挙管理委員会が必要と認めたとき 

(3) 会員の 3分の 1以上の要求があったとき 

第６０条 選挙管理委員会は改正案を代議員会の少なくとも 1週間前に全会員に公示しなければならない。 

 

第 13章 補則 

第６１条 本規程は本校生徒会則に準ずるものとする。 

付 則 
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本規則は平成 27年 4月 1日より施行する。 

平成 29年 4月 1日一部改定同日より施行する。 
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部及び同好会に関する規程 

第 1章 目的 

第１条 本校の部及び同好会活動は課外活動の一環として会員相互の信頼と友情を深め自主的な活動に

よって学校生活の向上と本校の発展を期するものである。 

 

第 2章 部活動 

第２条 (設立) 

同好会が部へ昇格するためには 3 年以上経過した時点において,会員 7 名以上と顧問又は指導教師の署

名を記した昇格願を本部に提出し,代議員会において出席議員の 3分の 2以上の賛成を得た上で,生徒総

会にかけ出席会員の過半数の承認を必要とする。さらに最終的に職員会議の承認を得るものとする。 

第３条 (役員) 

設立を認められた部活動には常任の正・副部長と会計係を置き必要に応じて若干の役員を置く。 

第４条 (任務) 

役員は下記の任務を遂行しなければならない。 

(1) 部長は,部活動運営の中心となり部長会に出席する。 

(2) 副部長は部長を補佐し,部長の不在の場合は部長の任務を代行する。 

(3) 会計係は会計事務を行い学期末に会計報告を生徒会本部会計に提出する。 

第５条 (帳簿) 

各部活動は下記の記録を保管しなければならない。 

（１） 活動目標 

（２） 部員名簿(生徒会本部にも提出すること) 

（３） 備品及び消耗品台帳(年度初めの予算案と一緒に生徒会本部に提出する) 

（４） 予算・決算書の会計簿 

第６条 (部の格下げ) 

部員の人数が5名以下になった時又は部活動が実質的に行われていない場合は,代議員会で,出席議員の

3分の 2以上の賛成を得たのち,生徒総会で過半数の承認を得て,同好会へ格下げすることができる。 

但し部員数が 5名以下の場合でも,代議員会においてその活動が活発に行われ,かつ活動に十分な意義が

あると認められた場合はこのかぎりではない。格下げが決定した場合決定しだい支給された予算の残額は,

生徒会本部会計に返却する。 

第７条 (休部) 

生徒会部の行う定期的な監査等により,部員が加入することなく実質的な活動が 2年以上見られない場合,

休部とする。 

第８条 (休部からの復部) 

休部の活動再開については生徒会部で協議して認めるものとする。 

第９条 (廃部) 

休部が２年を経過し,顧問教師より復部申請がされないときは廃部の方向とする。また休部・廃部の決定は

生徒総会で行う。 
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なお休部・廃部となった部は,予算の配分又は支出を停止される。 

第１０条 (部の解散) 

部を解散することになった場合は,会員全員と顧問又は指導教師の署名を記した解散願を本部に提出し,代

議員会で,出席議員の 3 分の 2 以上の賛成を得たのち,原則として生徒総会で過半数の承認を得て,決定

する。 

第１１条 (予算） 

設立を認められた部は所定の手続きにより生徒会本部へ活動予算を要求することができる。予算額は定例

総会で審議の上決定する。 

 

第 3章 同好会 

第１２条 同好会とは興味・志向を同じくする会員が余暇を活用する集まりであり,部活動の前身である。運

営等は部活動に準ずる。 

第１３条 (設立) 

同好会設立に当ってはその目的運営方法を定めた会則及び発起人 5 名以上と顧問又は指導教師 1 名以

上の署名を記した設立願を生徒会本部に提出し,代議員会において出席議員の過半数の賛成を必要とする。

さらに最終的に職員会議の承認を得るものとする。 

第１４条 (役員) 

部活動・第３条に準ずる。 

第１５条 (任務) 

部活動・第４条に準ずる。 

第１６条 (帳簿) 

部活動・第５条に準ずる。 

第１７条 (解散) 

会員が３名未満になった時又は活動が実質的に行われていない場合,あるいは会員全員と顧問又は指導教

師の署名を記した解散願を本部に提出した場合は,生徒会本部は代議員会で出席議員の 3分の 2以上の

賛成を得たのち,原則として生徒総会で過半数の承認を得て,解散を命ずることができる。なお生徒会より支

給された予算の残額は決定しだい,生徒会本部会計に返却しその会の備品は生徒会本部が管理する。 

第１８条 (活動資金) 

活動の承認を受けた同好会は,次年度より,5,000円以内で援助を受けることができる。 

 

第 4章 補則 

第１９条 本規則は平成 27年 4月 1日より施行する。 

平成 29年 4月 1日一部改定同日より施行する。 
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生徒会旅費規程 

〔前文〕生徒会は旅費の過剰支出を防ぐためにこれを定めることにする。 

第１条 会員の派遣費は公式のものに限り運賃を請求することができる。運賃は吉川美南より着駅までとす

る。 

第２条 旅費の支給を受けることができるのは次の場合とする。 

(1) 試合の場合は県大会以上の中央大会は全額支給する。 

(2) 主将会議・文化部の発表会・その他公式の集会 

(3) 代議員会において,承認を得た場合 

但し,主催団体・その他において旅費を補助する場合は,不足分のみを支給する。 

第３条 旅費支給人数は次のとおりとする。 

(1) 試合の場合は選手名簿に登録された人数とする。 

(2) 文化部の発表会の場合は発表者に限る。 

(3) その他の公式の集会の場合は出席者全員とする。 

第４条 関東大会以上の大会に出場する場合,一団体 5,000円と花束を支給する。 

第５条 旅費の残額は次年度に繰り越す。 

第６条 本規程は昭和 51年 2月 16日より施行する。 

平成 18年 4月 1日より一部改正する。 

平成 27年 4月 1日より一部改正する。 
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定期考査受験心得 

 

１．不正行為、不正と疑われるような行為をしない。 

①机の中には何も入れない。 

②机の上に置いてよいのは筆記用具、時計とし、バッグは教室の後ろに置く。 

③考査開始後の物品の貸し借りはしない。 

④防寒用の毛布等の使用は認めない。 

⑤途中退出は原則認めない。 

  ⑥教科書・プリント・ノート類はバッグに入れ、チャックを閉める。 

⑦携帯電話は電源を切りバッグに入れておく。 

 

２．監督の教員の指示に従う。 

①指示のない限り、受験時の座席は出席番号順とする。 

②監督の教員の指示で開始し、終了のチャイムと同時に、筆記用具を置き、終了する。 

③答案用紙を回収後、監督の教員の確認が終了するまで席を立たない。 

  ④考査中不明な点が生じた場合は、監督の教員または巡回の教科・科目の担当教員へ申し

出る。 

 

３．職員室等への出入りの制限 

①中間考査開始1週間前から考査終了まで、職員室等への入室を禁止する。 

②期末考査・学年末考査開始1週間前から成績会議終了まで、職員室等への入室を禁止する。 
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図書館利用規程 

利用対象 

(i)本校図書館の利用者は,本校生徒及び職員とする。その他利用を希望する者は,学校長の許可を得ること。 

 

開館日 

（１） 生徒の登校日は原則として開館日とする。 

・開館時間平日 10 ： 00 ～ １６ ： 30 

・休館日 学校休業日(土曜日,日曜日,祝日及び学校の定める休校日) 

ただし,学校行事などの都合により臨時に変更する場合もある。 

・長期休業中の開館は別にその都度定める。 

 

館内利用 

（１） LHR,授業時間及び自習時間に図書館を利用する時は,司書に申し出る。 

（２） 図書館内への飲食物の持ち込みは厳禁である。 

（３） 図書館内では静粛を保ち,他の利用者に迷惑をかける行為をしてはならない。 

（４） 館内での閲覧は自由であるが,利用後は図書を必ずもとの位置に返しておくこと。 

（５） 図書は丁寧に取り扱い,汚損しないように心がけること。 

（６） 館外貸出については,別に定める貸出規程によること。 

（７） 書庫内資料の閲覧を希望する場合は司書に申し出ること。 

 

館外貸出 

（１） 貸出の手続きにおいては,司書に申し出る。更新時についても同様とする。 

（２） 貸出期限は 2週間とする。ただし長期休暇中の貸出は別途考慮する。職員については貸出期限は 30

日とする。 

（３） 継続貸出は,予約のない場合のみ認める。 

（４） 貸出冊数は更新期間も含め,最大 10 冊までとする。ただし長期休暇中の貸出は別途考慮する。職員

については貸出冊数は最大 20冊までとする。 

（５） 禁帯出図書及び雑誌(最新号),新聞,特別資料の館外貸出はしない。ただし,授業利用の際の当該貸

出及び,閉館時より翌日開館時までの貸出(一夜貸し)を希望する者は申し出ること。 

（６） 希望の図書が貸出中のときは,返却されたら連絡をするので予約を申し出ること(予約貸出) 

（７） 本の無断持ち出しを禁止する。 

（８） 返却にあたっては,カウンターで係に手渡しすること。閉館時は館外の返却ポストに入れること。 

 

その他 

（１） 貸出中の図書は責任を持って保管し,期限内に返却する。 

（２） 借りた本の又貸しをしない。 

（３） 図書の紛失,破損の事故については,図書もしくはそれに相当する金額を弁償することを原則とする。 
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事務室窓口規程 

1.一般心得 

(1) 事務室は,学校運営上重要な意志決定を行う場合が多いので職員の許可なくしてみだりに入

室してはいけません。 

(2) 入室を許可された場合であっても用件が終了したときは速やかに退室して下さい。 

 

2.証明書の発行について 

(1) 学校長名をもって発行する証明書は,原則として交付願等により窓口で交付します。 

(2) 交付は,原則として交付願を提出した日の翌日とします。 

(3) 交付願の記入については年次,氏名等は楷書で正しく書いて下さい。 
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証明書交付願兼発行台帳（在学生用） 

 

（あて先） 

埼玉県立吉川美南高等学校長 

 

下記の証明書を交付願います。（太線枠内をボールペンで記入） 

申請年月日：令和   年   月   日  

（ふりがな） 

氏  名 

（                 ） 

 

 

ク ラ ス     年    組   番 

ローマ字（英文希望の場合） 

（                  ） 
生年月日 

昭和 

平成 
年   月   日生 

現 住 所 
〒 

TEL    （    ）    

申請が代理人を通じて行われる場合は、以下も記入してください。 

代理人申請 

代理人氏名             （本人との関係      ） 

〒 

                        TEL    （    ）    

 

私は、下記証明書が必要につき、   月   日までに交付願います。 

記 

証 明 書 名 通数 使 用 目 的 番 号 契 印 番 号 契 印 

在 学 証 明 書   

 １ 進学 

 

 

 ２ 就職 

 

 

 ３ その他 

  （         ） 

    

成 績 証 明 書      

卒業見込証明書      

調  査  書      

その他(      )      
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